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本稿では， 1910年代に書かれたS.アンスキ (S.An-sky， 1863 -1920)の戯曲『デイブック一一








































川龍一訳)で刊行されている。この論文では.S. Ansky. The Dybbuk and Other Writings (ed. D. 



















共立女子大学総合文化研究所紀要 第20号 (2014) 
で待つ花婿に， レアは「あんたは私の花婿じゃない IJと言い，ハナンの声で「私は約束の花
嫁のもとに戻った もう離さない IJと言う。


























伝記 Wonder.血'gSouJ: The Dybbuk's Creator. S. An-sky (Harvard UP. 2010)を主たる水先案内
として.アンスキの人生の軌跡を辿っておく(文中の[ ]内の数字はサフランの著書の頁)。こ
こで登場するロシア語.イディッシュ語のラテン転記も 一般的に知られた固有名以外はYIVO
(Institute of J ewish Research)スタイルのサフランに倣った。


















































































































































































































































































キに勧め. 1915年秋. 4幕構成のロシア語による fl915年テクストJが成立する(このテクスト
は散逸したと恩われていたが.2001年サンクトペテルプルクの演劇図書館で見つかった。冒頭部
分などに現行との違いがある)。




































































































Yiddish Stξge Essays in Drama. Per命Irmance.and Show Business， ed. Joel Berkowitz and Barbara 
Henry， Wayne State UP. 2012. 
2) Werm却の使用テキストはアンスキの死後すぐに編纂された.以下のイディッシュ版選集。 Ansky.






会を改めることとして.その一般的解説については沼野充義組 fユダヤ学のすべてJ(新書館， 2∞9) 
404!頁の手島勲矢「カパラーJを参照されたい。













おけるヘプライ文学の発展」同志社大学一神教学際研究センター (CISMOR)rユダヤ学会議Jvo1.6 (2012) 
参照。 http://www.cismor.jp/jp/coe/ coe_publicationljudaic/ documents/Part2Prof.Takao.pdf (閲覧:
2013年12月15日)
11) ウスペンスキイは.名づけの際. IAnJと IskyJの聞にハイフンを入れた (Safran.p. 57)。墓碑にもハ
イフンは入っている。現在，ラテン表記ではハイフンがあるものとないものが両方使われているが.煩
現になるのを避けるため，本稿のカナ表記ではハイフンを省略している。




13) Cited in: Safran. p. 171. 
14) Ibid. 
15) David G. Roskies. 'Introduction' to: S. Ansky. The Dybbuk and Other Writings. ed. and with an 
Introduction by David G. Roskies. with translations by Golda Werman. Yale UP. 2∞2). p. xix. 
















20) ハイム・ナフマン・ピアリク(I:!ayimNa}:tman Bialik. 1873-1934)……現代へプライ語文学を代表する.
イスラエルの「国民的詩人J。現ウクライナに生まれ，オデッサ.ベルリンでの活動の後. 1924年テル
アピプに移住。詩.小説・臨筆の創作の他.ヘプライ語古典や外国文学の現代語訳につとめた。
21) エミール・ゾラ「演劇における自然主義J佐藤正年訳.rゾラ・セレクション8 文学論集 1865-1896J
佐藤編訳(藤原書庖.21∞7) 64頁。
s.アンスキ fデイブック』とユダヤ演劇の近代
22) Roskies. op.cit. p. xxvii. 
23) S. Ansky.・FromA Letter to Khaim Zhitlovsky'. in The Dybbuk and the 百adishImagination. p. 1.こ
の手紙はアンスキの最晩年である 1920年に掛かれ.1924年に公表された。
24) Ibid. 
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